
発行日 令和６年1２月2５日 集落支援員だより 第8１号

※市ウエブサイトではカラー刷「かわら版」を掲載中です。「二本松市集落支援員だより」と検索ください。

「今年は短期間
の練習にも関わらず会
員の皆さんが心を一つ
にした結果、すばらし
い太々神楽を披露でき
ました。今後も継続で
きるよう取り組んで参

ります」

去
る
五
月
三
日
、
成
田
の
水
雲
神

社
で
は
春
祭
り
が
開
催
さ
れ
、
太
々

神
楽
の
舞
い
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

久
方
ぶ
り
に
地
元
の
人
々
が
集
い
、

賑
わ
っ
た
祭
り
に
つ
い
て
、
今
年
四

月
に
結
成
さ
れ
た
「
水
雲
神
社
太
々

神
楽
保
存
会
」
会
長
の
三
浦
喜
一
さ

ん
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

性
別
や
地
域
、
年
齢
に
縛
ら

れ
な
い
開
か
れ
た
保
存
会
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
大
歓
迎
で
す
！

～
水
雲
神
社
太
々
神
楽
保
存
会

水雲神社の太々神楽の魅力＆
楽しみ方とは？

安達地方の太々神楽の古風な姿を残している水雲神
社の太々神楽。その特徴や楽しみ方をうかがいました。

～
集
落
支
援
員
だ
よ
り

Ｑ

保
存
会
結
成
の
経
緯
は
？

成
田
の
水
雲
神
社
で
は
、
「
氏
子

若
連
会
」
と
い
う
四
十
歳
未
満
の
会

員
に
よ
っ
て

毎
年
春
祭
り

に
太
々
神
楽

の
奉
納
を
行

っ
て
き
ま
し

た
。
と
こ
ろ

が
コ
ロ
ナ
禍

で
四
年
間
の

休
止
期
間
が

あ
っ
た
こ
と

や
、
会
員
と

な
る
若
い
世
代
の
減
少
等
に
よ
り
、

神
楽
の
継
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
に

陥
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
氏
子
若
連
会
の
Ｏ
Ｂ

か
ら
「
こ
の
際
、
年
齢
制
限
を
取
り

払
っ
て
や
れ
る
人
だ
け
で
で
も
続
け

て
い
こ
う
」
と
い
う
声
が
上
が
り
、

「
水
雲
神
社
太
々
神
楽
保
存
会
」
が

結
成
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
の
会
員
数
は
二
十
九
名
。
六

十
代
を
中
心
に
二
十
代
～
七
十
代
の

有
志
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

▲水雲神社太々神楽保存会。５月3日の春祭りの朝、
メンバーが集まり、記念撮影を行いました。

▲出雲の流れを汲む成田の太々神楽。

▼神楽殿からお菓子を投
げる「お菓子まき」が行
われ、縁起物のお菓子を
キャッチしようとみんな
張り切って参加しました。

▲「おじいちゃんの舞いを見れ
て楽しい！」とお孫さんたち。

◆お囃子演奏
囃子方は大太鼓と小太鼓、鼓、笛（3～4人）で構成
されます。それぞれの音色や全体のハーモニーを体
感してください。

の
神
楽
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
総
代

の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
「
西
友
会
」

「
成
田
ラ
ン
ナ
ー
ズ
」
等
、
関
係
団

体
の
協
力
も
い
た
だ
き
、
老
若
男
女
、

地
元
の
人
々
が
家
族
総
出
で
集
ま
り
、

盛
大
な
祭
り
に
な
り
ま
し
た
。

帰
省
中
の
人
か
ら
も
「
懐
か
し
い

祭
り
を
見
ら
れ
て
嬉
し
い
」
と
い
う

声
を
聞
き
、
保
存
会
を
立
ち
上
げ
る

こ
と
が
で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
と

思
い
ま
し
た
。
昔
は
餅
で
し
た
が
、

お
菓
子
を
ま
い
て
ふ
る
ま
う
恒
例
の

Ｑ

今
後
の
抱
負
等
に
つ
い
て

保
存
会
結
成
の
経
緯
が
新
聞
で
紹

介
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
県
か

ら
声
が
か
か
り
、
秋
に
郡
山
で
開
催

さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
太
々
神
楽
を
披

露
し
ま
し
た
。
今
後
は
祭
り
の
時
期

以
外
に
も
披
露
す
る
機
会
が
あ
れ
ば
、

積
極
的
に
参
加
し
た
い
で
す
。

ま
た
地
域
や
性
別
に
関
わ
ら
ず
、

興
味
の
あ
る
人
に
は
一
緒
に
参
加
し

て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

◆太々神楽の舞い
素面の採物舞と面をつける神能と合わせて26座あり
ますが、現在は継承されていないものもあり神秘に
包まれています。それぞれにストーリーがあります
ので、詳しい知識がなくても楽しめると思います。

水雲神社太々神楽保存会

会長 三浦喜一さん

問い合わせは、下記まで
☎080-5558-6928(三浦）

Ｑ

今
年
の
祭
り
に
つ
い
て

四
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
春
祭

り
で
は
、
午
前
十
時
半
～
午
後
四
時

半
頃
ま
で
時
間
を
か
け
て
十
二
演
目

催
し
で
は
、
子

供
た
ち
だ
け
で

な
く
大
人
も
参

加
し
笑
い
声
が

い
っ
ぱ
い
で
、

昔
の
賑
や
か
さ

を
取
り
戻
し
た

よ
う
で
し
た
。

◆その他
掛け声を入れるなど、祭りを観る側の楽しみもあり
ます。お菓子まきにも参加してください。



発行日 令和６年1２月25日 集落支援員だより 第8１号

※地域の話題がありましたら、岩代地域集落支援員 電話６５－２７７７までご連絡ください。

岩
代
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ

Q.地図の入手方法は？
➡東の店：道の駅さくらの郷
➡西の店：ショッピングセンターいわしろ
など34カ所のお店の店頭で、合言葉
「ふしぎな地図をください」と
言ってみてください(詳しくは岩代観

光協会ホームページをご覧ください）。

Q.ステッカーの入手方法は？
➡お店で1,000円以上の買い
物をして、合言葉「そのへん
のおじさんステッカーくださ
い」と言ってみてください。

Q.問い合わせ先は？
➡岩代観光協会まで

☎0243-55-2111

◀大鍋で作られた芋煮
は、味噌の香りがして
美味でした。
▼皆さんお米農家で、
年代も近いのでサロン
ではおしゃべりに時間
を忘れるそうです。
です。

▲昭和50年頃、筆者の父が撮影した小浜城址の
写真。岩代小浜の歴史と文化を護る会では、こ
の頃の景観に戻るよう伐採整備を進めています。

♡ 岩代おじさん図鑑 実践編 ♡

「ふしぎな地図Ⅰ」を配布中。
♪いざ征かん！冒険の世界へ♬

一
枚
の
写
真

そ
の
④

岩
代
小
浜
の
歴
史
と
文
化
を
護
る
会

副
会
長

大
内
英
克

会
津
宮
森
家
へ
手
紙
を
書
き
、
小
浜

城
・
宮
森
城
址
で
行
わ
れ
て
い
た
「
御

先
祖
祭
」
の
実
施
予
定
を
尋
ね
た
。

ほ
ど
な
く
電
話
が
鳴
っ
た
。
先
方
は

会
津
三
菱
自
動
車
社
長
（
当
時
）
宮
森

正
弘
氏
と
花
春
酒
造
社
長
（
当
時
）
宮

森
泰
介
氏
だ
っ
た
。
五
年
に
一
度
の

「
御
先
祖
祭
」
の
年
に
震
災
が
起
こ
り
、

次
回
は
平
成
二
十
八
年
に
な
る
が
、
今

春
数
人
で
行
き
た
い
と
話
さ
れ
た
。

平
成
二
十
七
年
四
月
十
六
日
岩
代
支

所
会
議
室
へ
宮
森
家
の
代
表
五
名
を
お

迎
え
し
、
宮
森
家
の
成
り
立
ち
や
小
浜

と
宮
森
家
の
関
係
、
「
ご
先
祖
祭
」
の

実
施
計
画
、
今
後
の
展
望
な
ど
を
歓
談

し
た
。

小
浜
城
・
宮
森
城
の
景
観
維
持
と
小

浜
の
発
展
を
と
も
に
協
力
し
て
い
く
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

宮
森
顕
彰
会
と
の
会
談
や
昭
和
の
頃

に
父
が
撮
影
し
た
小
浜
城
址
の
写
真

（※

1
）
、
祖
父
の
愛
読
書
「
安
達

郡
誌
」
（※

2
）
、
昭
和
五
十
五
年

小
浜
城
測
量
調
査
書
「
岩
代
町
の
城
館

第
一
篇
城
館
」
（※

３
）
を
見
る
に
つ

け
、
大
内
定
綱
公
を
顕
彰
し
、
小
浜
城

址
の
環
境
保
全
の
必
要
性
を
新
た
に
し

た
。当

時
の
景
観
を
復
活
さ
せ
て
、
こ
の

場
所
か
ら
の
眺
望
を
楽
し
み
な
が
ら
、

郷
土
の
歴
史
、
そ
の
深
み
に
思
い
を
巡

ら
せ
て
ほ
し
い
。

特
に
、
小
学
生
に
見
て
ほ
し
か
っ
た
。

集
落
支
援
員
が
各
地
の
サ

ロ
ン
を
訪
問
。
今
回
は
「
た

ん
ぽ
ぽ
サ
ロ
ン
」
を
訪
れ
、

参
加
者
の
声
を
聞
き
ま
し
た
。

「
岩
代
お
じ
さ
ん
図
鑑
」
の

後
継
企
画
と
し
て
「
ふ
し
ぎ

な
地
図

」
が
発
行
さ
れ

ま
し
た
。
岩
代
地
域
の
賑
わ

い
創
出
を
目
的
と
し
た
も
の

で
、
三
十
四
カ
所
の
お
店
や

会
社
、
施
設
等
を
紹
介
し
た

遊
び
心
満
載
の
内
容
で
す
。

皆
さ
ん
へ
の
お
誘
い
で
す
。

★
「
ふ
し
ぎ
な
地
図

」
を

手
に
入
れ
、
ル
ー
ル
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

★
地
図
内
の
お
店
で
買
物
を

し
て
「
お
じ
さ
ん
ス
テ
ッ

カ
ー
」
を
入
手
く
だ
さ
い
。

★
地
域
外
か
ら
の
来
訪
者
＆

地
図
巡
回
者
に
会
っ
た
ら
、

親
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

サロン
訪問記

※

１

写
真
に
は
、
桑
畑
が
整
然
と
し
、
城

郭
が
は
っ
き
り
と
表
れ
て
い
た
（
写

真
左
）
。

今
年
四
月
に
ス
タ

ー
ト
し
た
「
た
ん
ぽ

ぽ
サ
ロ
ン
」
は
、
高

井
自
治
会
の
女
性
六

人
の
集
ま
り
で
す
。

春
の
お
花
見
会
や

百
歳
体
操
、
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
な
ど
親
睦
や

健
康
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

十
一
月
の
サ
ロ
ン
は
芋
煮
会
で
し
た
。

大
鍋
に
作
ら
れ
た
芋
煮
以
外
に
も
漬
物
や

甘
露
煮
、
五
目
お
に
ぎ
り
等
を
持
ち
寄
り
、

秋
の
香
り
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
「
コ
ロ
ナ

禍
で
会
え
な
か
っ
た
の
で
顔
を
見
ら
れ
て

嬉
し
い
」
「
各
家
庭
の
味
が
試
食
で
き
る
」

「
貴
重
な
情
報
交
換
の
場
」
な
ど
皆
さ
ん

の
喜
び
の
声
と
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

◇
岩
代
観
光
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

田
沢
字
高
井
た
ん
ぽ
ぽ
サ
ロ
ン
～
芋
煮
会
を
楽
し
み
ま
し
た▲”我が家の味”の漬物やイチ

ジクの甘露煮、おにぎりも。

※

２

明
治
四
十
三
年
天
長
佳
節
の
日

（
明
治
天
皇
誕
生
日
十
一
月
三
日
）
安

達
郡
長

丸
野
實
行
の
緒
言
で
始
ま
り
、

編
集
者
に
平
島
郡
三
郎
氏
ほ
か
一
名
を

委
嘱
と
あ
る
。

小
浜
町
の
記
載
で
人
口
六
千
三
百
五

十
一
人
、
本
宮
町
人
口
六
千
二
百
五
十

二
人
で
約
百
人
多
か
っ
た
。

ま
た
、
小
浜
八
景
の
一
つ
「
月
山
の

秋
月
」
の
場
所
は
、
小
浜
城
出
城
跡
に

建
つ
二
つ
石
稲
荷
神
社
。
「
明
治
二
十

八
年
四
月
松
本
亀
太
郎
氏
（
小
浜
小
学

校
用
地
提
供
者
・
小
浜
町
町
長
）
の
首

唱
に
よ
り
藤
町
有
志
の
経
営
、
そ
の
位

置
市
街
地
中
央
に
在
り
て
眺
望
に
富
め

る
を
以
て
四
時
杖
曳
く
も
の
多
し
。
」

と
の
記
述
。

※

３
「
遺
構
確
認
調
査
の
結
果
、
従
来
の

考
え
を
遥
か
に
超
え
る
大
規
模
で
広
汎

な
範
囲
な
も
の
で
、
福
島
県
下
で
も
稀

に
み
る
築
城
土
木
技
術
が
各
所
に
駆
使

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
、
出
城
南
側

の
堀
切
が
城
郭
域
の
中
で
最
も
保
存
が

良
好
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

二ノ曲輪
一ノ曲輪安達太良連峰

▲11月に岩代支所で「ふしぎな地図Ⅰ」
の発表会が行われ、テレビでも紹介！

Ⅰ


